
東京都中央区湊三丁目５番10号

株式会社トライオン

代表取締役　奥田洋一

（単位：円）

　　　　　科　　目 金　額 　　　　　科　　目 金　額

流動資産 137,243,506 流動負債 84,488,984

現金及び預金 343,668 買掛金 35,563,233

売掛金 55,580,263 短期借入金 35,294,233

商品 59,708,666 未払費用 9,220,644

貯蔵品 2,519,261 未払法人税等 70,000

前払費用 16,286,328 未払消費税 1,852,300

未収入金 1,523,203 契約負債 36,300

短期債権 1,299,117 預り金 128,274

貸倒引当金 △ 17,000 賞与引当金 2,324,000

固定資産 15,790,070 負債合計 84,488,984

有形固定資産 1,226,348

建物 940,554 株主資本 68,544,592

工具器具備品 285,794 資本金 5,000,000

資本剰余金 5,000,000

無形固定資産 637,534 資本準備金 5,000,000

施設利用権 410,200 利益剰余金 58,544,592

ソフトウエア 227,334 利益準備金

その他利益剰余金 58,544,592

投資その他の資産 13,926,188 繰越利益剰余金 58,544,592

長期前払費用 108,334

賃借資産敷金保証金 12,190,760

繰延税金資産 1,627,094

純資産合計 68,544,592

153,033,576 153,033,576資産合計

（純資産の部）

（2026年3月31日現在）

負債純資産合計

第 １ ７ 期 決 算 公 告

2026年5月30日

 貸　借　対　照　表 

（資産の部） （負債の部）



個別注記表　　

１．重要な会計方針

（１）資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産の評価基準及び評価方法

個別法による原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）

（２）固定資産の減価償却の方法

有形固定資産 法人税法の規定による定額法

無形固定資産 法人税法の規定による定額法

（３）引当金の計上基準

貸倒引当金

賞与引当金

（４）収益及び費用の計上基準

（５）その他計算書類の作成のための基本となる重要事項

①消費税等の会計処理は、税抜き方式によっております。

②グループ通算制度を適用しております。

２．当期純損失金額

当期純損失金額 8,040,543円

売上債権、貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については
貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性を検討
し、回収不能額を計上しております。

従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する部分を計上して
おります。

当社はアパレル商品の仕入・販売を行っております。商品を顧客に引き渡した時点において履行義
務が充足されると判断しており、通常は当該時点で収益を認識しておりますが、国内の販売におい
て、出荷時から顧客への引渡しまでの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識して
おります。


